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村民の皆さまへのお願い
　現在、新型コロナウイルスの感染拡大に歯止めをかけるべく、全国の
都道府県に緊急事態宣言が出されております。
　また、福島県内においても感染が拡大しており、非常に厳しい状況に
あります。
　このような状況をふまえ、村民の皆さんには、次の３つの事項につい
てのご理解とご協力をお願いします。

①　不要不急の外出は避けてください。
　感染の蔓えんを防ぐには、接触機会の最低７割、極力８割の低減
が必要とされております。感染が急増している県外や人混みとなる
場所へは極力行かないようにお願いします。これから始まる大型連
休中も同様に注意してください。
　また、やむを得ず県外から本村に転入された方は、生活を維持す
る場合を除いて２週間程度外出を控えるようお願いいたします。

②　手洗いの励行、マスクの着用をお願いします。
　外出する際は、極力マスクを着用し、家に戻りましたら必ず手を
洗ってください。

③　３つの密を徹底的に避けてください。
　引き続き、「換気の悪い密閉空間」、「大勢いる密集場所」「間近で
会話する密接場面」を避けるようお願いします。
　集落等での協同作業（江払い、草刈り等）は、マスクを着用し、
適切な距離（２ｍ程度）をとって行ってください。
　なお、作業終了後の慰労会（飲食）は自粛してください。

　不安と閉塞感の中で辛い日々が続いておりますが、自分を守ること、
そして自分の大切な人を守る行動が社会を守ることにつながります。
　この困難を乗り越えるためにも、皆さんのお力添えをよろしくお願い
いたします。
　なお、村ホームページにも新型コロナウイルス感染症関連の情報を掲
載しておりますので、ご覧ください。

湯川村長　三澤　豊隆　

ホームページアドレス — http：//www.yugawa.fukushima.jp/
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田中・美田園班に消防小型動力ポンプ付
軽積載車を配備しました！
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　４月７日（火）、会津よつば農業協同組合の長谷川
正市代表理事組合長をはじめ、常務理事等の方々が
来庁され、笈川・勝常両小学校の児童の皆さんへ、
JAバンク食農教育応援事業による補助教材「農業と
わたしたちのくらし」を寄贈されました。ありがとう
ございました。

　村では、消防団の火災時における初動体制と機動力の強化を図るため、第一分団第二部第二
班（田中・美田園班）に消防小型動力ポンプ付軽積載車を配備しました。
　また、軽積載車を格納するための消防ポンプ車庫も併せて新築し、３月２２日（日）、田中地
区において、それらの引渡し式を開催しました。
　式には、三澤村長、消防団幹部及び第一分団第二部員が出席し、第一分団第二部へと引渡し
を行いました。
　これをもって消防団のすべての部への車両配備が完了し、所有する車両の台数は１１台とな
りました。今後もより一層のご活躍を期待しております。

　４月から副村長を拝命しました西東と申します。
　妻が会津坂下町出身のため大変馴染みの深く、愛着のある会津地
方。美味しいお米と芳醇で味わい深い日本酒、香り豊かな十割蕎麦
は何度も経験済みですが、会津地方での勤務は初めてになります。
　そもそも若輩者で微力でありますが、村長を補佐し、副村長とし
て期待に応えられるよう議会議員の方々のご指導、ご鞭撻をいただ

きながら、村民の皆さんの声をよく聞いて、勉強を重ねていきたいと思います。
　また、これまでの２０数年の行政経験を活かし、日々業務に精励する職員が効果的・
効率的に業務を行うための「助け」となり、困難や課題に立ち向かう際には先頭に立つ
ことで「勇気」を与えることができるよう、今まで以上に風通し
の良い職場づくりにも取り組んでいきたいと考えています。
　なお、会津盆地を囲む山々を遠方に望み、秋には黄金色に輝く
だろう田んぼの中を、自転車で役場に通っています。見かけた際
はどうぞお気軽に声をかけてください。
　今後ともどうぞよろしくお願いいたします。

左から
原常務理事、
長谷川代表理事組合長、
三澤村長、
五十嵐教育長

軽積載車を引受ける第一分団第二部長

新築した消防ポンプ車庫と　
新たに配備した消防小型動力
ポンプ付軽積載車　　　　　

副村長 就任あいさつ

農協より児童の
皆さんへの贈りもの

西
さい

東
とう

　大
ひ ろ し

至　副村長
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会 計 別 予 算 一 覧

令和２年度の主な建設事業

一般会計・特別会計の起債残高（各年度末）
起
債
残
高
は
30
億
８
９
７
万
円

基
金
積
立
は
15
億
７
８
５
２
万
円

一般会計の基金状況（各年度別）

《主な起債の残高》
○過疎対策事業債
 1 6 7 ，0 3 7 万円
※70％が普通交付税措置

○学校教育等事業債
 1 8 , 8 3 9 万円
※20～70％が普通交付税措置

○緊急防災・減災事業債
 8 , 4 4 7 万円
※70％が普通交付税措置

○財源補填・臨時財政対策債
 1 0 2 , 1 7 0 万円
※100％が普通交付税措置

《主な目的基金の残高》
○ふるさと創生基金
 2 8 , 9 7 7 万円
○地域福祉基金
 1 2 , 2 9 6 万円
○地域振興開発促進基金
 5 , 0 3 4 万円
○文化体育振興基金
 2 , 2 3 7 万円
○農業振興基金
 1 6 , 3 0 7 万円

一般会計 特別会計
350,000

300,000

250,000

200,000

150,000

100,000

200,000

150,000

100,000

50,000

0

83,961

136,719

一般会計基金総額 うち財政調整基金

128,560 120,408

156,469

92,284

165,930

92,401

148,798

単位：万円

単位：万円

277,015 279,442 278,584

112,101

161,985

88,915

157,852

78,528

284,294

103,638

300,897

Ｈ27年度 Ｈ28年度 Ｈ29年度 Ｈ30年度 Ｒ 1年度
（見込み）

会　　計　　名 令和２年度 平成３１年度 対前年度比
一 般 会 計 ２８億６,５００万円 ２５億８,１００万円 ２億８,４００万円
特 別 会 計 １０億３,６８７万円 ９億８,９６７万円 ４,７２０万円
国 民 健 康 保 険 ３億６,８０７万円 ３億８,１４３万円 ▲１,３３６万円
特定環境保全公共下水道事業 １億５,２９３万円 １億８８１万円 ４,４１２万円
農 業 集 落 排 水 事 業 ５,３０２万円 ５,３５８万円 ▲５６万円
介 護 保 険 ４億２,４４１万円 ４億１,１５７万円 １,２８４万円
後 期 高 齢 者 医 療 ３,８３３万円 ３,４１６万円 ４１７万円
村 営 墓 地 事 業 １１万円 １２万円 ▲１万円

（単位：万円）

事　　業　　名 事業費 財　　　源　　　内　　　訳 事　　業　　内　　容
国県支出金 地方債 その他 一般財源

消防施設整備事業 
※緊急防災・減災事業債充当事業 26,978 26,970 8 防災行政無線整備工事・監理業務委託料

住宅建設事業
※過疎地域自立促進事業債充当事業 24,062 18,430 5,348 284 若者定住住宅建築工事（１０戸）・

集会所建設工事

老人福祉施設改修事業 
※過疎地域自立促進事業債充当事業 3,707 1,400 2,282 25 デイサービスセンター空調機器

改修工事・監理業務委託料

学校教育施設整備事業
※学校教育等整備事業債充当事業 3,191 1,123 1,980 88 小中学校情報通信ネットワーク

環境施設整備工事（繰越事業）
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　令和２年度の村当初予算が、３月に開催された第５３３回湯川村議会定例会で可決されました。
　一般会計は、２８億６, ５００万円（前年度比２億８, ４００万円、１１. ０％増）、特別会計は
１０億３,６８７万円（前年度比４,７２０万円、４. ８％増）で、総額３９億１８７万円（前年度比９. ３
％増）となりました。
　本年度も引続き限られた財源をより有効活用できるよう役場庁内一丸となり、内部管理経費の徹底した削
減や事業のビルド＆スクラップ等を図りながら、村振興計画の基本理念である、
「　①村民が主役のむらづくり　②健康から始めるむらづくり　③環境と共生したむらづくり　」
の３つの基本理念に基づき、更なる住民サービスの充実を図るべく、当該予算編成を実施しました。

令和２年度

全会計総額39億187万円

一般会計予算 28億6,500万円
歳入・歳出予算の構成

歳入予算 歳出予算
主な予算科目等の解説

村税
3億2，732万円
（11．4％）

繰入金
3億4，634万円
（12．1％）

諸収入等
1億4，640万円
（5．1％）

繰越金
4,000万円
（1．4％）

地方交付税
10億8，500万円
（37．9％）国･県支出金

2億3，886万円
（8．3％）

村債
5億9，390万円
（20．7％）

地方譲与税
各種交付金等
8，718万円
（3．1％）

依存財源
20億494万円
（70．0％）

自主財源
8億6,006万円
（30．0％）

歳入 歳出

総務費
5億7，032万円
（20．0％）

議会費
5，111万円
（1．8％）

民生費
4億9，086万円
（17．1％）

衛生費
1億1，564万円
（4．0％）

農林水産業費
2億1，737万円
（7．6％）

商工費
3，762万円
（1．3％）

土木費
3億9，522万円
（13．8％）

消防費
3億6，810万円
（12．8％）

教育費
3億764万円
（10．7％）

公債費
3億591万円
（10．7％）

予備費
521万円
（0．2％）

令和２年度

全会計総額39億187万円

議 会 費 議員報酬等の議会運営に関する予算

総 務 費 人件費等全体的な事務経費などに係る予算
・湯川村農家応援事業委託料　予算計：2,162万円

民 生 費 高齢者、乳幼児、障がい者の方等に係る福祉や保育所の
運営等に係る予算

衛 生 費 保健衛生（健康増進・疾病予防等・環境衛生）やごみ・
し尿処理事業に係る予算

農林水産業費 農業振興等の農業行政全般に係る予算
商 工 費 商工行政全般に係る予算

土 木 費 道路や橋りょうの整備や除雪等に係る予算
・若者定住住宅建設事業　予算計：2億4,062万円

消 防 費 消防・防災行政全般に係る予算

教 育 費 教育行政（学校教育・社会教育）全般に係る予算
・小中学校費：5,827万円　等

公 債 費
借入金の返済に係る予算
・元金償還分：2億9,602万円
・利子償還分： 　 　989万円

自主財源 村 税
皆さんに村へ納めていただいている税金
（村民税(個人･法人)、固定資産税、

軽自動車税、村たばこ税）

村
が
自
主
的
に

収
入
す
る
こ
と

が
で
き
る
財
源

諸 収 入 等 他に分類されない雑入などの収入

繰 入 金
基金及び特別会計からの繰入金
・財政調整基金繰入金　　　　　1億4,400万円
・ふるさと創生基金繰入金　　　1億4,459万円
・過疎地域自立促進基金繰入金　　　3,500万円

繰 越 金 前年度から繰り越したお金

依存財源 地方交付税 一定の基準での村の財政事情（財源不足分）に
応じて国税等から交付されるお金

国
や
県
の
意
思
に
よ
っ
て

定
め
ら
れ
た
額
を
交
付
さ

れ
る
財
源
　
　
　
　
　
　

国庫支出金
県 支 出 金

村の特定事業に対して、国及び県から支出され
る補助金・交付金　等

村 債
村の建設事業等実施の際に、国や金融機関等から
借入をするお金
・過疎対策事業債　2億8,330万円
・緊急防災事業債　2億7,060万円

地方譲与税
各種交付金

その他国・県から交付される譲与税(揮発油･
自動車重量税)、地方消費税交付金等

⑤
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《令和 2 年 4 月 1 日現在、【数字】は内線番号》
村長：三澤 豊隆【100】　　副村長：西東 大至【101】　　教育長：五十嵐 長孝　【310】

令和２年度 湯川村役場組織表

課　等 課　長 係 係　長 担当事務等 担当職員

総　務　課
T：27-8800　F：27-3760

鈴木　　定
【110】

総務係 長谷川　猛
【113】

職員給与・共済・研修 永島　真弓【114】
消防・防災 村田　　崇【116】
庁舎管理 髙羽　　司【116】
広報・交通・防犯 薄　真知子【114】

政策財務係 高橋　　亮
【111】

情報政策・統計 白岩　仁志【115】
財政政策 小林　憲和【112】

住　民　課
T：係に記載　F：27-3760

大場　祐一
【120】

税務係
T：27-8820

吉田　利昭
【127】

軽自動車税・国保税 小野　智史【128】
固定資産税 木田奈美子【127】
個人住民税 小久保直樹【128】

福祉係
T：27-8810

立川　幸子
【124】

戸籍･住民記録･マイナンバー ･国民年金 小野　絵里【121】
障がい者福祉 佐藤　　鴻【123】
後期高齢者医療・児童福祉 佐藤　　翼【122】

ほけん係
T：27-8830
包括支援C
T：28-1585

青木　和久
【125】

介護保険 髙橋健太郎【126】
地域包括支援センター 佐竹　由季【129】
地域包括支援センター 二瓶健太郎【129】

保健センター
T：27-3110
F：28-1055

《所長》
橋本　智美
【323】

主幹保健技師 猪俣　留美【320】

保健技師 細川梨香子【320】

産業建設課
T：係に記載　F：27-3761

坂内　真隆
【140】

農業振興係
T：27-8840

二瓶　　隆
【141】

多面的機能支払交付金　農振計画・認定農業者 鈴木　秀幸【141】
農業制度資金・農業統計 関本　尚美【142】

商工観光係
T：27-8831

東条　純一
【131】

観光・各種イベント・後継者対策 芳賀　友洋【132】
定住促進・企業誘致・商工 大越　　惇【131】

建設係
T：27-8850

鈴木　浩司
【143】

地籍調査・空家対策 坂内　俊介【144】
下水道 片桐　　暁【144】
公営住宅・除雪 大桃　睦也【143】

出　納　室 石川　幸市
【102】 出納係 目黒二征子

【105】

選挙管理委員会
《書記長》
鈴木　　定
（併任）

農業委員会
T：27-8870　T：27-3761

《事務局長》
坂内　真隆
（併任）

総務係 大場　尚子
【135】

議会事務局
T：27-8860　F：27-3771

大塚　孝司
【230】

監査委員会 （書記） 大塚　孝司（併任）

教育委員会
T：27-2250　F：27-8765
（湯川公民館）

T：27-4107　F：27-8826
(ユースピアゆがわ)

T：27-8880　F：27-8894

真壁　　敦
【301】

学校教育係 川島　茂宏
【302】

児童クラブ 中島　竜巳【303】
学校給食　子ども子育て支援 横山　杏梨【303】
学校教育アドバイザー 小野木　章
特別支援アドバイザー 小林　圭子

社会教育係 石田　弘恵
【311】

社会体育　体育施設管理運営 髙木　　類【312】
文化財保護・村史編纂 梶原　文子【340】
社会教育・生涯学習 栗村　良輔【342】
社会教育・生涯学習 渡部　健司【342】

ゆがわ幼稚園
T：27-5205　F：27-5206

《園長》
林　久美子

主幹教諭 清水　美佳
主幹教諭 長澤めぐみ
教諭 神田　真依
教諭 齋藤麻衣子

湯川村保育所
27：3113（FAX兼）

《所長》
兼子美千子

主幹保育士 岡本　聰恵
保育士 兼子由美恵
保育士 鈴木　　舞
保育士 平野　真希
保育士 鈴木　弘子

【役場住所】969-3593 福島県河沼郡湯川村大字清水田字長瀞１８番地
【村HP-URL】http：//www.vill.yugawa.fukushima.jp/【村代表E-Mail】yugawa@vill.yugawa.fukushima.jp

湯川中学校
《校長》板橋 和典《教頭》根本 光二

T：27-5161　F：28-1019

笈川小学校
《校長》髙原  昇《教頭》渡部  健

T：27-3266　F：27-8873

勝常小学校
《校長》五十嵐喜浩《教頭》髙橋 光政

T：27-4158　F：27-8857
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○
口
座
振
替
に
よ
る
振
替
日
も
６
月
１
日

（
月
）に
な
り
ま
す
。
納
期
限
ま
で
に

納
税
が
困
難
な
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◎
納
付
の
相
談
は
、
住
民
課
税
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
２
０

　

ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

　

自
動
車
税
種
別
割
※
は
、
県
民
の
皆
様
の

福
祉
の
増
進
、
教
育
等
に
使
わ
れ
て
い
る
大

切
な
税
金
で
す
。
納
期
限
ま
で
に
忘
れ
ず
に

納
付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
令
和
元
年
10
月
よ
り
自
動
車
税
は
自
動
車

税
種
別
割
に
名
称
が
変
更
と
な
り
ま
し
た
。

○
納
期
限　
６
月
１
日（
月
）

○
注
意
点

　

4
月
１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ
ま

す
。
領
収
書
に
継
続
検
査（
車
検
）用
の
納
税

証
明
書
が
つ
い
て
い
ま
す
の
で
、
大
切
に
保

管
し
て
く
だ
さ
い
。

○
納
付
の
場
所

　

最
寄
り
の
金
融
機
関
、コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
利
用
し
た
ク
レ
ジ
ッ

ト
カ
ー
ド
払
い
等
に
よ
り
ご
納
付
く
だ
さ
い
。

　

令
和
２
年
度
よ
り
「
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ
」

の
請
求
書
支
払
い
も
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

注
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
、
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ 

Ｐ
ａ
ｙ

に
よ
る
ご
納
付
の
場
合
、
領
収
書
及
び
納

税
証
明
書
は
発
行
さ
れ
ま
せ
ん
。
必
要
な

方
は
県
税
部
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

○
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
申
請

　

障
害
者
手
帳
を
所
持
し
て
い
る
方
の
た
め
に

使
用
す
る
自
動
車
で
、一
定
の
要
件
に
該
当
す
る

場
合
は
申
請
に
よ
り
自
動
車
税
種
別
割
が
減

免
さ
れ
ま
す
。【
申
請
期
限
：
６
月
１
日（
月
）】

◎
申
請
先
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

福
島
県
会
津
地
方
振
興
局
県
税
部

　

課
税
第
二
課

　

☎
０
２
４
２
︲
２
９
︲
５
２
６
１

　

４
月
号
の
広
報
に
て
、
６
月
４
日

と
７
月
９
日
を
基
準
日
と
し
て
実
施

さ
れ
る
、
厚
生
労
働
省
の
統
計
調
査

へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま

し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　
総
務
課
政
策
財
務
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
０
０

　

移
動
手
段
を
持
た
な
い
高
齢
者
の

方
が
い
つ
で
も
外
出
で
き
る
よ
う
に
、

タ
ク
シ
ー
及
び
路
線
バ
ス
の
利
用
助

成
券
を
交
付
し
ま
す
。

○
助
成
対
象
者

　

昭
和
30
年
４
月
１
日
以
前
に
生
ま

れ
た
方
で
自
動
車
の
運
転
免
許
証
を

持
っ
て
い
な
い
方
。

◎
申
請
受
付
・
お
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
課
福
祉
係

　

☎
０
２
４
１
︲
２
７
︲
８
８
１
０

「村長との
対話の日」

令和２年

５月８日（金）
時間：午前9時〜正午まで
場所：村長室　　　予約もできます。

☎27－8800

自
動
車
税
の
お
知
ら
せ

国
民
生
活
基
礎
調
査

の
中
止
に
つ
い
て
　

高
齢
者
タ
ク
シ
ー
及
び

路
線
バ
ス
利
用
助
成
券

交
付
申
請
受
付
中
　
　

今
月
の
納
税

６
月
１
日（
月
）
ま
で

軽
自
動
車
税（
種
別
割
）

　
　
　
　
　
　

全
期
分

納
税
は
『
納
期
限
ま
で
に
』　

　
　
　
　
　
お
願
い
し
ま
す
。

行政区 区　長　名 役職
笈 　 川 酒　井　昭　夫
王 　 領 佐　藤　和　也
田 　 中 小　林　孝　昭
笠 ノ 目 熊　谷　久　司
米 　 丸 小　林　照　夫
森 　 台 坂　内　一　賀
西 八 日 町 山　口　健　一
東 八 日 町 木　野　浩　勝
高 　 瀬 渡　部　健　司
水 谷 地 鈴　木　美　太
上 田 谷 地 大　塚　敏　雄 庶　　務
沼 ノ 上 五十嵐　睦　男 会　　長
浜 　 崎 小　関　邦　彦
桜 づ つ み 梅　林　龍　二
美 田 園 増　子　　　晃
松 川 団 地 服　部　美　和

令和2年度　湯川村行政区長名簿（敬称略）

行政区 区　長　名 役職
勝 　 常 兼　子　光　右
五 丁 ノ 目 北　條　義　則
佐 　 野 加羽澤　　　勝
中 ノ 目 中　島　不二夫
熊 　 川 大　竹　一　弘
上 扇 田 中　島　　　壽
亀 ケ 代 武　田　茂　樹 会　　計
上 樽 川 一　条　ひろみ
石 　 伏 堀　金　寿　之
下 樽 川 常法寺　萬　人 副 会 長
中 扇 田 北　条　良　市
中 　 台 岩　沢　清　隆
下 扇 田 廣　川　文　夫
北 　 田 中　島　徹　也
堂 　 畑 渡　部　文　勝
三 　 島 斎　藤　賢　一
穂 　 花 荒　井　純　子
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新
採
用

村
職
員
の
人
事
異
動

令
和
２
年
度 

集
落
公
民
館
長
・
社
会
体
育
推
進
員
名
簿

人
事
異
動
令
和
２
年
４
月
１
日
付

	

（ 　

）
は
旧
所
属
・
役
職

○
総
務
課

・
政
策
財
務
係
主
幹
兼
係
長

　
（
政
策
財
務
係
主
任
主
査
兼
係
長
）

	

高
橋　
　

亮

・
政
策
財
務
係
主
事

　
（
住
民
課
税
務
係
主
事
）

	

小
林　

憲
和

○
住
民
課

・
税
務
係
主
任
主
査

　
（
総
務
課
政
策
財
務
係
主
任
主
査
）

	

小
野　

智
史

○
産
業
建
設
課

・
農
業
振
興
係
主
幹
兼
係
長

　
（
農
業
振
興
係
主
任
主
査
兼
係
長
）

	

二
瓶　
　

隆

・
農
業
振
興
係
主
査

　
（
農
業
振
興
係
主
事
）
	

鈴
木　

秀
幸

・
商
工
観
光
係
主
幹
兼
係
長

　
（
教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

	

主
幹
兼
係
長
）

	

東
条　

純
一

○
出
納
室

・
会
計
管
理
者
（
再
任
用
）

	

石
川　

幸
市

○
教
育
委
員
会

・
学
校
教
育
係
主
任
主
査
兼
係
長

　
（
産
業
建
設
課
商
工
観
光
係

	

主
任
主
査
兼
係
長
）

	

川
島　

茂
宏

　
総
務
課
　
総
務
係

　
　

主　

事　
　

薄　

真
知
子

	

（
会
津
美
里
町
在
住
）

　

教
育
委
員
会
　
湯
川
村
保
育
所

　
　

保
育
士　
　

鈴
木　

弘
子

	

（
会
津
若
松
市
在
住
）

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

退
職
者

　

令
和
２
年
３
月
31
日
付

　

室
井　

つ
な
子

　
（
住
民
課
保
健
セ
ン
タ
ー
主
幹
栄
養
士
）

　

篠
田　

き
ぬ
子

　
（
教
育
委
員
会
湯
川
村
保
育
所
主
任
調
理
員
）

	

〔
敬
称
略
〕

　

長
い
間
お
つ
か
れ
様
で
し
た
。

集　

落

氏　

名

笈　
　

川

土　

橋　

弘　

幸

王　
　

領

鈴　

木　

俊　

一

田　

中

佐　

藤　

孝　

志

笠
ノ
目

鈴　

木　
　
　

定

米　
　

丸

鈴　

木　

利　

英

森　
　

台

阿　

部　
　
　

弘

八
日
町

山　

口　

健　

一

高　
　

瀬

渡　

部　

久　

夫

水
谷
地

鈴　

木　

秀　

優

上
田
谷
地

高　

羽　

伊
一
郎

沼
ノ
上

遠　

藤　

裕　

之

浜　
　

崎

大
須
賀　
　
　

守

勝　
　

常

兼　

子　

光　

了

五
丁
ノ
目

小　

原　

徹　

哉

佐

野

兼　

子　

英　

介

中
ノ
目

中　

島　

明　

仁

熊　
　

川

小　

原　

靖　

春

上
扇
田

中　

島　

恒　

一

亀
ヶ
代

武　

田　

茂　

樹

上
樽
川

五
十
嵐　

睦　

子

石

伏

目　

黒　
　
　

栄

下
樽
川

伊　

藤　

文　

大

中
扇
田

津　

村　

勝　

美

中

台

渡　

部　

健　

二

下
扇
田

小　

林　

竜　

二

北

田

折　

笠　

広　

和

堂

畑

小
久
保　

政　

則

三

島

柏　

木　

孝　

夫

桜
づ
つ
み

矢　

吹　
　
　

博

松
川
住
宅

服　

部　

美　

和

美
田
園

永　

島　
　
　

渉

穂

花

五
十
嵐　
　
　

渉

集　

落

氏　

名

笈　

川

二　

瓶　

淳　

之

王　
　

領

鈴　

木　

富
士
雄

田　
　

中

佐　

藤　
　
　

翔

笠
ノ
目

熊　

谷　
　
　

明

米　
　

丸

小　

林　

知　

紀

森　
　

台

坂　

内　

俊　

介

八
日
町

伊　

藤　

国　

博

高　
　

瀬

田　

部　

孝　

二

水
谷
地

生　

亀　
　
　

仁

上
田
谷
地

髙　

羽　

鷹　

志

沼
ノ
上

鈴　

木　

和　

孝

浜　
　

崎

櫻　

井　

秀　

之

勝　
　

常

田　

中　
　
　

實

五
丁
ノ
目

兼　

子　

文　

子

佐

野

星　
　
　
　
　

一

中
ノ
目

芳　

賀　

隆　

宏

熊　
　

川

外　

島　

一　

人

上
扇
田

小　

林　

絵　

莉

亀
ヶ
代

武　

田　

勝　

久

上
樽
川

二　

瓶　

和　

顕

石

伏

目　

黒　

隆　

司

下
樽
川

小　

沢　

知　

恵

中
扇
田

田　

村　

大　

樹

中

台

片　

桐　

健　

幸

下
扇
田

小　

林　

貴　

彰

北

田

白　

岩　

仁　

志

堂

畑

渡　

部　

義　

和

三

島

大　

竹　
　
　

剛

桜
づ
つ
み

石　

田　

敏　

康

美
田
園

二　

瓶　
　
　

強

穂

花

目　

黒　
　
　

優

○
集
落
公
民
館
長	

（
敬
称
略
）

○
社
会
体
育
推
進
員	

（
敬
称
略
）
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教職員人事異動
転　入　教　職　員　名　簿

学　校　名 職　　　名 氏　　　名 前　　任　　校

笈川小学校

教　　　頭 渡　部　　　健 会津若松市立松長小学校
教　　　諭 前　野　聡　子 会津若松市立一箕小学校
教　　　諭 斎　藤　淳　基 いわき市立平第四小学校
教　　　諭 猪　狩　　　瑛 新採用

勝常小学校

教　　　頭 髙　橋　光　政 会津教育事務所（昇任）
（会津若松市立行仁小学校）

教　　　諭 長　峰　かおり 会津若松市立城南小学校
教　　　諭 菅　野　　　巧 新採用
主 任 主 査 鈴　木　喜　代 会津坂下町立坂下南小学校
講　　　師 新井田　恵　美

湯川中学校

教　　　頭 根　本　光　二 福島市立野田中学校（昇任）
教諭（英語） 石　﨑　久　枝 会津若松市立第五中学校
教諭（理科） 芳　賀　喜代次 （再任用）
講師（美術） 半　澤　政　人 原籍：柳津町立会津柳津学園中学校
講師（家庭） 田　中　典　子 原籍：三島町立三島中学校

退 職 ・ 転 出 教 職 員 名 簿
学校名 職　　　名 氏　　　名 転　　出　　先

笈川小学校

教　　　頭 大　坂　興太郎 猪苗代町立吾妻小学校
教　　　諭 矢　口　祐　樹 退職（普通）
教　　　諭 大須賀　恵美子 会津坂下町立坂下南小学校
教　　　諭 末　永　友　佑 いわき市立高坂小学校

勝常小学校

教　　　頭 齋　藤　園　子 会津若松市立日新小学校
教　　　諭 白　井　和　子 退職（定年）
教　　　諭 弓　田　小百合 会津若松市立川南小学校
主　　　査 上　野　賀代子 退職（定年）
講　　　師 新井田　恵　美 退職

湯川中学校

教　　　頭 鈴　木　雅　彦 会津教育事務所（会津若松市立第一中学校）
教諭（理科） 芳　賀　喜代次 退職（再任用）
教諭（英語） 川　島　眞　一 会津美里町立高田中学校
教諭（英語） 小田切　緑　子 会津若松市立河東学園中学校
教諭（技術） 桜　井　成　幸 国見町立県北中学校
講師（国語） 三　井　貴　博 退職
講師（美術） 半　澤　政　人 退職
講師（家庭） 田　中　典　子 退職

（敬称略）

（敬称略）
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教
育
委
員
会
定
例
会

開
催
の
お
知
ら
せ

　

定
例
の
教
育
委
員
会
は
、
原
則
、
毎
月
第
一
木

曜
日
の
午
後
三
時
に
役
場
会
議
室
に
お
い
て
開
催

さ
れ
ま
す
。
会
議
の
内
容
が
個
人
情
報
等
の
場
合

を
除
き
、
教
育
長
の
許
可
を
得
て
傍
聴
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
都
合
に
よ
り
開
催
日
時
が
変
更
に
な
る

場
合
も
あ
り
ま
す
の
で
、
傍
聴
さ
れ
る
場
合
は
、

事
前
に
確
認
さ
れ
ま
す
よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

教
育
委
員
会
学
校
教
育
係

　

☎
０
２
４
１
－
２
７
－
２
２
５
０

区　分 氏名（住所） 任　　期

教　育　長 五十嵐長孝
（西会津町） 令和３年3月31日まで

教　育　長
職務代理者

伊藤　幸喜
（中扇田） 令和2年9月30日まで

委　　　員 遠藤　　弘
（沼ノ上） 令和５年9月30日まで

委　　　員 櫻井めぐみ
（浜　崎） 令和３年9月30日まで

委　　　員 目黒　成美
（石　伏） 令和４年9月30日まで

2020年度　国家公務員
「税務職員採用試験」（高校卒業程度）のお知らせ

　仙台国税局では、税務のスペシャリストとして活躍するバイタリティーあふれる税務職員を
募集しています。
　国の財政を支える税務職員に、あなたもチャレンジしてみませんか？

○受験資格
　１　令和２年4月１日において高校卒業後３年を経過していない者及び令和２年３月までに

高校を卒業する見込みの者
２　人事院が１に掲げる者に準ずると認める者

○受験申込受付期間　令和２年６月2２日（月）から７月１日（水）まで

○受験申込方法　受験申込みはインターネット申込みとする。
　国家公務員試験採用情報ＮＡＶＩ（http://www.jinji.go.jp/saiyo/saiyo.htm）

○第1次試験日　令和２年９月６日（日）

◎試験に関するお問い合わせ先
　仙台国税局人事第二課試験研修係　☎022−263−1111　内線3236
　人事院東北事務局　☎022−221−2022

湯
川
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

バ
ス
に
つ
い
て

　

令
和
２
年
度
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ

ス
運
転
手
と
し
て
、
５
名
の
方
へ
辞

令
を
交
付
し
ま
し
た
。
無
事
故
無
違

反
の
安
全
な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の

運
転
に
あ
た
っ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
は
、
行
政
区

や
集
落
公
民
館
な
ど
の
活
動
に
て
利

用
で
き
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
ご
利
用
く

だ
さ
い
。（
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
予

防
の
た
め
、
当
面
の
ご
利
用
は
お
控

え
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。）

◎
お
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
政
策
財
務
係

　

☎
０
２
４
１
－
２
７
－
８
８
０
０

運転手名 集落名

津　村　榮　喜 中 扇 田

古　川　洋　一 熊　　川

柏　木　　　学 西八日町

一　条　賢　市 上 樽 川

山　口　健　一 西八日町
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会津坂下警察署からのお知らせ
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山菜・たけのこの採取・出荷等について
　山菜・たけのこのシーズンを迎えました。
　福島県におきましては、山菜やたけのこ１５品目の放射性物質のモニタリング検査を行っており、食
品中の基準値を超える放射性セシウムが確認された山菜やたけのこについては、複数の市町村で、出荷
制限が継続しています。
　出荷制限の状況につきましては、福島県ホームページなどでご確認ください。

　また、モニタリング品目は以下のとおりです。

　今年度も、山菜・たけのこについて、採取が本格化する前にモニタリング検査を実施し、その結果を
皆様にお知らせしております。
　皆様のご理解とご協力をお願いいたします。
　なお、山菜・たけのこを採取する際には下記の点にご注意ください。　
○　出荷制限品目については、随時更新されることから必ず確認を行ってください。
○　モニタリング結果は新聞や福島県ホームページなどで公開されています。
○　出荷制限品目については、食品中の放射性セシウム基準値１００Bq／Kg以下であっても、出荷を

行わないでください。
○　山菜（上記品目以外の山菜についても）を出荷する場合は、最寄りの県農林事務所または市町村担

当課へお知らせいただくとともに、モニタリング検査にご協力をお願いします。
○　自家消費用の山菜・たけのこについては、各市町村で放射性物質の検査を行っていますので、お問

い合わせください。
◎山菜・たけのこに関するお問い合わせ先
　福島県会津農林事務所　森林林業部林業課　☎0241－24－5734　FAX 0241－24－5748
　湯川村役場　産業建設課農業振興係　　　　☎0241－27－8840　FAX 0241－27－3761

〈春取り山菜〉（１３品目）
　うど、うわばみそう、おおばぎぼうし（うるい）、くさそてつ（こごみ）、こしあぶら、さんしょう、
　ぜんまい、たらのめ、ふき、ふきのとう、みやまいらくさ（あいこ）、もみじがさ（しどけ）、わらび

〈たけのこ〉（２品目）
　たけのこ（孟宗竹、淡竹、真竹）、ねまがりたけ

福島県農林水産物・加工食品モニタリング情報　https://www.new-fukushima.jp

区　分

街　　頭　　犯　　罪 街
頭
犯
罪
合
計

そ
の
他
刑
法
犯
等

全
刑
法
犯

強

盗

空

き

巣

忍

込

み

事
務
所
荒
し

出
店
荒
し

自
動
車
盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

自
転
車
盗

自
販
機
ね
ら
い

車
上
ね
ら
い

ひ
っ
た
く
り

部
品
ね
ら
い

強
制
わ
い
せ
つ

管　内 1 1 5 6
湯川村 0 0

湯川村内街頭犯罪等発生状況（令和 2年 3月31日現在）

福島県警察官の募集
１　警察官Ａ（大学卒程度）
○受験資格
1987年 ４ 月２日以降に生まれた方で、大学を卒業した
方または２０２１年 ３ 月末日までに卒業する見込みの方
２　警察官Ｂ（高校卒程度）
○受験資格
　1987年 ４ 月 ２ 日から２００３年 ４ 月 １ 日までに生まれた方
※大学を卒業した方または２０２１年 ３ 月末日までに大学を卒業する

見込みの方を除きます。
○受付期間
　警察官ＡＢとも令和２年７月２７日（月）から同年８月２１日（金）まで
３　警察事務（高校卒程度）
○受付期間　令和 ２年 ８月 ３日（月）から 8月２１日（金）
○受験資格　１９９９年 ４ 月 ２日から２００３年 ４ 月 1日までに生まれた方
※この期間に生まれた場合であっても、大学を卒業した方または

２０2１年 ３ 月末日までに大学を卒業見込みの方は除きます。
◎お問い合わせ先
　会津坂下警察署警務係　☎０２４２－８３−３４５１

県内のなりすまし詐欺の被害状況（３月末現在）
被害件数　３８件（前年比＋７件）
被害総額　４, ９９０万円（前年比＋５８万円）
内訳（主なもの）
オレオレ詐欺　　　　　　　１件　　　１００万円
架空料金請求詐欺　　　　　４件　１，０２６万円
預貯金詐欺　　　　　　　１４件　１，４７３万円
還付金詐欺　　　　　　　　１件　　　１００万円
キャッシュカード詐欺盗　１６件　　 ２, ２４４円

◆フィッシングメールとは？
　実在する企業などを装ったメールを送信し添付された
URLで本物そっくりの偽サイトに誘導した上、登録情報
の確認などの名目でIDやパスワード、クレジットカード番
号、インターネットバンキングの情報などを入力させて窃
取し不正送金などに悪用する悪質な犯罪です。
◆どんなメールに注意すれば良いの？
　金融機関や宅配業者、通販会社などから送信された
URLへのアクセスを促すメール
●心当たりのないメールは開かず削除！
●添付ファイルやリンク先を安易にクリックしない！
●個人情報を入力するときはサイトが本物かどうか確認！

【預貯金詐欺】
　警察官や金融機関職員を装い､ 口座が犯罪に利用されているな
どの電話の後に自宅に訪れた犯人にキャッシュカード交換手続き
が必要であるなどの名目でキャッシュカード、クレジットカー
ド、預貯金通帳をだまし取られるもの
【キャッシュカード詐欺盗】
　警察官や金融機関職員を装い、キャッシュカードが悪用されて
いるなどの電話の後に自宅を訪れた犯人に隙を見てキャッシュカ
ードを盗まれるもの

フィッシングメール知ってますか？

なりすまし詐欺の被害防止
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令和元年度湯川村体育協会表彰
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レベッカ先生の英会話教室

　４月１６日（木）、令和元年度の湯川村体育協会表彰の受賞者へ表彰状の伝達が行われました。
　功労賞には、湯川村グラウンド・ゴルフ倶楽部の芦澤哲生さんが、１８年に及ぶ長年の活動によって
会の発展にご尽力されてきたことを称えて受賞されました。
　また、優秀賞は、勝常スポーツ少年団女子ソフトボール部が
受賞しました。勝常スポーツ少年団女子ソフトボール部は、
令和元年度会津総合体育大会で優勝し、また、福島県総合
体育大会で準優勝し通算４回目の全国大会に出場をはたし
ました。
　受賞者の皆さんおめでとうございました。

　湯川村教育委員会では、本年度も村民のみなさまの体力向上と健康増進を目的に、左記のとおりプー
ル利用助成事業を実施いたします。
○助成内容　会津若松市コミュニティープールの利用料金５回分
○申請窓口　湯川村公民館までお越しください。（先着40名様分）
◎お問い合わせ先 湯川村教育委員会社会教育係　☎０２４１−２７−４１０７
　　　　　　　　〈指定施設〉会津若松市 コミュニティープール　☎０２４２−７５−５２０１
※新型コロナウイルス感染拡大予防のため、４月２２日（水）〜５月６日（水）までコミュニティプールは

臨時休館となります。

健康づくり施設利用助成事業開始のお知らせ

氏名：手代木　さち子
集落：笈川
　湯川村で子どもたちと一緒に英語の
クラスができることがとても楽しみです。
よろしくお願いします。

来月からは、さち子先生の英会話教室を掲載しますので、引き続きお楽しみください。

令和２年４月より、レベッカ先生とさち子先生の２名体制になりました！

新しいALT さち子先生を紹介します。

「ありがとう」を伝えたい時、「thank you」だけだと物足りないなと思うことはありませんか？今回は、
「thank」を使った表現をいくつか紹介したいと思います。

Thanks! / Thanks a million. / Thanks a lot. / Thanks a bunch.

「Thanks」は「thank you」よりカジュアルな言い回しです。そのまま使ってもいいですが、上の例の
ように「Thanks」の後に言葉を少し加えると「ほんとうにありがとう！」という気持ちを伝えることが
できます。

Thank you very much. / Thank you so much.
どちらも丁寧な表現ですが、「Thank you very much.」のほうがよりフォーマルな響きです。

Thanks for 〇〇. / Thank you for 〇〇.
具体的に感謝を伝えたい時には、「thank you」の後に「for 〇〇」をつけます。

I can’t thank you enough.
「感謝しきれません」という意味です。とても丁寧な表現です。

Thank you so much for reading my articles!
今回で最終回となります。最後まで読んでくれてありがとうございました。

―Thanks for your help.
手伝ってくれてありがとう。

―Thank you for coming.
来てくれてありがとう。

―Thank you for everything.
今までありがとう。/ /
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　家庭の話し合い、一緒の
食事の励行、親子ふれあい
運動を実施しましょう。

毎月「第３日曜日」は
　　「家庭の日」です

あいさつ運動
つ
づ
け
て

さ
き
に

い
つ
で
も

あ
か
る
く

一声運動を普及しましょう。

人の動き（ 4 月１日現在）
総人口（前月比）

総人口 3,194人（△13）
男 1,531人（△　6）
女 1,663人（△　7）

世帯数 1,017世帯（　　0）

村の花

アジサイ

村の木

イチョウ

村の鳥

カッコウ

湯川村青少年育成村民会議
５
月
の
行
事
予
定

１
日（
金
）交
通
事
故
ゼ
ロ

　
　
　
　
　
　
　

歩
行
者
優
先
の
日

３
日（
日
）憲
法
記
念
日

４
日（
月
）み
ど
り
の
日

５
日（
火
）こ
ど
も
の
日

６
日（
水
）振
替
休
日

23
日（
土
）笈
川
小
・
勝
常
小
運
動
会（
中
止
）

戸籍の窓口
（３月受付）

お誕生おめでとうございます
（地区） （両　親） （子）
北　田 白岩　仁志

　　　　唯 颯
そう

一
いち

郎
ろう

穂　花 古川　拓弥
　　　智子 朝

あ さ ひ
陽

亀ケ代 渡部　倫矢
　　　　彩 陽

はる

勝　常 小林　楓雅
　　　沙希 聖

せ
那
な

（３月受付）
謹んでお悔やみ申し上げます

（地区） （本　人） （年齢）
下 樽 川 常法寺三義 88歳
下 扇 田 廣川　　勲 78歳

佐野（北田） 小林　幸夫 92歳
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て
雪
ま
つ
り

	

祈
り
足
ら
ぬ
か
晩
酌
増
や
す　

佐
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常
雄

安
部
総
理
の
要
請
重
し

　

片
田
舎
の
会
合
ま
で
も
取
り
消
さ
れ
ゆ
く

	

　

小
林　

和
子

孫
か
ら
の
電
話
の
声
が
は
ず
ん
で
る

	

「
就
職
内
定
貰
え
ま
し
た
」
と　

兼
子　

春
江

村内の交通事故
件数 死亡 傷者

平成31年・令和元年
（1月～12月）

5 0 6
74

令和 2 年
3 　月

1 0 1
7

令和 2 年
累　計

2 0 2
17

交通死亡事故ゼロ日数
（令和 2 年 3 月31日現在） 928日

（上段は人身事故・下段は物損事故）

※この欄に掲載を希望しない方は、住民課福祉係へ
申し出てください。
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「ほっと相談会」の
お知らせ

もうすぐ１才に

なります
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　パパから一文字もらっ
て、広く大きな心を持ち
スクスクと大きく優しい
子に育ってほしい。

佐久間雄
たか

大
ひろ

くん

（穂花）

　“絵”には人と人とを
結びつけ、学び成長しな
がら自分なりの人生を歩
んで欲しいという思いを
込めて、“万”には沢山
の素敵な出会いに恵まれ
るよう思いを込めて名付
けました。

大竹絵
え

万
ま

ちゃん
（西八日町）

氏名
鈴
す ず

木
き

　弘
ひ ろ

子
こ

所属
湯川村保育所

氏名
薄
うすき

　真
ま

知
ち

子
こ

所属
総務課 総務係

婚を機に福島市から会津へと引っ越して
きました。保護者の方が安心してお子さ
んを預けられるように、常に保育士とし
ての専門性を高めながら、向上心を持っ
て頑張りたいと思います。どうぞよろし
くお願い致します。

　保育所勤務で０歳児
を担当しています。結

を主に担当させていただくため、役場の
外に出る機会が多いと思います。社会人
1年目で不足している部分は多々ありま
すが、村民の皆さんに信頼していただけ
るよう努めていきたいと思います。よろ
しくお願いします。

　会津美里町在住で
す。広報・交通・防犯

交通安全教室を開催しました
　４月１０日（金）に笈川小学校、４月１４日（火）に
勝常小学校でそれぞれ交通教室が行われました。学
年ごとに正しい道路の歩き方や自転車の乗り方を学
び、交通安全の大切さを再認識しました。

手を挙げて横断歩道を渡る児童たち（笈川小）

歩道を歩く児童たち 湯川駐在所の風間さんから
指導を受ける児童（勝常小）

　面接相談は予約制となっております。
開催日の1週間前までにお申し込みください。

○日　　時
　令和２年５月８日（金）
　１３：３０～１６：００
○会　　場
　湯川村保健センター
　（自宅へ伺うこともできます！）
○相談方法
　精神科医師による個別相談
　竹田綜合病院 こころの医療センター
　上島　雅彦　氏
○相談時間
　一人1時間程度
　（１回の開催につき３名までとなります）
○申 込 先
　湯川村保健センター
　☎０２４１−２７−３１１０
　メール
　hoken-ｃ＠vill.yugawa.fukushima.jp
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